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Ⅰ　
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

奨学金名 問い合わせ先

応募資格

備　　考

支給内容 募集内容
選
考
方
法最終学歴 年齢制限

留学先について
専攻分野 必要言語能力

出
身
・
在
住
地
指
定

重
複
受
給

支給金額 支給期間
支給時期 ◎ 募集期間 選考日程 募集人数

留学先校 選
択

手
続★

支
１

海外留学支援制度
（学部学位取得型）

給付

進学

大学
学部

その
他

人文
学

社会
科学

自然
科学

医歯
薬学

芸術・
スポーツ

海外留学支援制度
（ 学 位 取 得 型 ） 受
付センター
https://www.jasso.
g o . j p / r yugaku/
s c h o l a r s h i p _ a /
gakubu/index.html

次のいずれかに該当する者
（1）支援期間開始時までに、
日本の高等学校など・高等
専門学校第 3 学年の課程、
文部科学省が指定した外国
人学校、国際的な評価団体

（WASC、CIS、ACSI） の
認定を受けた教育施設の 12
年の課程、日本の高等学校
等に相当する外国の教育制
度による課程を卒業（修了）
する者または応募締切時にお
いて卒業（修了）3 年以内
の者、在外教育施設の高等
部を修了後 3 年以内の者

（2）支援期間開始までに国
際バカロレア、アビトゥア、バ
カロレア、GCE Aレベルの資
格を取得する者、応募締切
時において取得後 3 年以内
の者

（3）応募時において高等学
校卒業程度認定試験合格あ
るいは支援期間開始までに合
格が見込める者

なし 諸外国の大学およ
び留学先国・地域
の教育制度が日本
と異なることにより、
当該国・地域にお
いて日本からの学部

（学士課程）入学
希望者に対し、入
学前に修了すること
を義務付けられて
いる大学入学準備
コース
※ 大 学 入 学 準 備
コースは、支援期
間開始時に留学先
大学における学士
課程の（条件付き）
入学許可書が必要
※学士・修士一貫
課 程については、
学士と修士の学位
が両方発行される
場合、学士の学位
取得にかかる期間
のみ応募可

本本 留 学 先 で
「学士」の
学 位 取 得
が可能な分
野（芸術の
実技分野を
除く）

留学先での主たる使
用言語が英語である
者：TOEFL iBT80
点、または IELTS6.0

（ A c a d e m i c 
Module Overa l l 
Band Score）以上
留学先での主たる
使用言語が英語以
外である者：ヨーロッ
パ言語共通参照枠

（CEFR）B2レベル
以上

（2023 年度募集）

（a）可 日本国籍を有する者又は日本への永住が許可さ
れている者
応募時までに、国内外の大学（短期大学を含む）、
大学院、高等専門学校（第 4 学年以上）もしく
は専修学校の専門課程および諸外国などの大学
に入学するための準備教育を行う課程などに在籍
したことがない者
支援期間中に、留学先大学以外の大学（短期
大学を含む）・専修学校専門課程・高等専門学
校および海外の教育制度においてこれらの課程に
相当する課程に在籍していない者
高等学校などの学業成績が 5 段階評価で 3.7 以
上に相当する者
家計支持者の前年の所得金額が 2 千万円以下
である者
支援開始時に企業などに雇用されていない者

奨学金月額：5 万 9
千円～11万8千円

（留学先国・地域・
都市により決定）、
授業料：年度 300
万円を上限とする
実費額（保険料な
どの各種経費は除
く）
※ 2023 年度実績
政府の各種経費予
算の状況により変
更の可能性あり

原則 4 年 募 集の概 要 公 開
2022 年 9 月 1 日、
事前登録 9 月5日
～ 10 月6日、応募
受付 9 月5日～ 10
月12日

（2023 年度募集）
受付センターに問
い合わせること

面接審査は 1
月下旬～ 2 月
中旬

78 名
（2023 年度採
用実績）

書
類
・
面
接

支
２

海外留学支援制度
（大学院学位取得
型）

給付

進学

大学院
（修士）

大学院
（博 士）

人文
学

社会
科学

自然
科学

医歯
薬学

芸術・
スポーツ

各大学国際交流担
当部署または海外
留学支援制度（学
位取得型）受付セ
ンター
https://www.jasso.
g o . j p / r yugaku/
s c h o l a r s h i p _ a /
daigakuin/index.
html

支援開始時に、日本の大学な
どを卒業し、「学士」以上の
学位を有している者または海
外の高等教育機関において、
日本の「学士」以上に相当
する学位を取得している者

「 修 士 」
の 学 位 取
得を目的と
する者：
35歳未満、

「 博 士 」
の 学 位 取
得を目的と
する者：
40 歳未満

（支援開始
年度の４月
１日時点）

諸外国の大学など
※学士・修士一貫
課 程については、
本制度に応募不可

本本 留 学 先 で
「修士」ま
た は「 博
士」の学位
取得が可能
な分野（芸
術の実技分
野を除く）

ア． 留 学 先 で の
主 たる 使 用 言 語
が 英 語 である者：
T O E F L i B T 1 0 0
点、または IELTS7.0

（ A c a d e m i c 
Module Overa l l 
Band Score）以上
イ．留学先での主た
る使用言語が英語
以外である者：ヨー
ロッパ言語共通参照
枠（CEFR）C1 レ
ベル以上
※留学先が求める
語学能力（技能別
の得点含む）が「ア」
または「イ」以上で
ある場合は留学先
が明示する語学能
力以上（2023 年度
募集）

（c）可 日本国籍を有する者又は日本への永住が許可さ
れている者
直近の課程の学業成績において累積 GPA（最
高値 4.0ｐｔ）が 3.0ｐｔ以上に相当する者
留学先での取得予定学位が、取得済み学位と
同分野かつ同レベルでない者
支援開始時に大学、企業などに雇用されていな
い者
※他の奨学金との重複受給可。ただし官民協働
海外留学支援制度「トビタテ！留学 JAPAN日本
代表プログラム」及び海外留学支援制度とは重
複受給不可

奨学金月額：8 万 9
千円～14万8千円

（留学先国・地域・
都市により決定）
授業料：年度 300
万円を上限とする
実費額（保険料な
どの各種経費は除
く）
※ 2023 年度実績
政府予算の状況に
より変更の可能性
あり

「修士」の学位取
得を目的とする者：
2 年（24 か月）

「博士」の学位取
得を目的とする者：
原則 3 年（36 か月）
※いずれも学位を
取得するための最
短期間内とする

募 集の概 要 公 開
2022 年 9 月 1 日、
事前登録 9 月5日
～ 10 月6日（大学
取りまとめ応募か個
人応募かにより異な
る）、 応 募 受 付 9
月5日～ 10 月12日

（2023 年度募集）
各大学または受付
センターに問い合わ
せること

面接審査は 1
月下旬～ 2 月
上旬

151 名
（2023 年度採
用実績）

書
類
・
面
接

支
３

海外留学支援制度
（協定派遣）

給付

在学

専門
学校

短期
大学

大学
学部

大学院
（修士）

大学院
（博 士）

人文
学

社会
科学

自然
科学

医歯
薬学

芸術・
スポーツ

語学
研修

在籍大学など国際
交流担当部署

大学、大学院、短期大学、
高等専門学校（専攻科を含
み、第 2 年次以下を除く）ま
たは専修学校（専門課程）
の正規課程に在籍する者

諸外国の高等教育
機関など
※在籍大学などと
の間で実施される
派遣・交換プログラ
ムの指定校

本本 在籍大学な
どに問い合
わせること

在籍大学などに問い
合わせること

（a） 日本の在籍大学などが実施する派遣・交換プログ
ラムによって留学する者
※条件により重複受給可
日本国籍を有する者又は日本への永住が許可さ
れている者

①奨学金月額：
6 万円～ 10 万円
②渡航支援金：
16 万円（一定の家
計基準を満たす者）
もしくは 13 万円（一
定の派遣期間を満
たす者）
※渡航支援金は一
定の条件を満たす
者に限り支給する

① 12 か月以内
②原則 1 回

在籍大学などに問
い合わせること

在籍大学など
に問い合わせ
ること

約 1 万 7 千名
（2023 年度募
集人数）

在
籍
大
学
な
ど
に
確
認

Ⅰ　日本学生支援機構奨学金

【給付型】  ※返還が不要
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Ⅰ　
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

奨学金名 問い合わせ先

応募資格

備　　考

支給内容 募集内容
選
考
方
法最終学歴 年齢制限

留学先について
専攻分野 必要言語能力

出
身
・
在
住
地
指
定

重
複
受
給

支給金額 支給期間
支給時期 ◎ 募集期間 選考日程 募集人数

留学先校 選
択

手
続★

支
４

令 和 5 年 度 官 民
協 働 海 外 留 学 支
援制度～トビタテ！
留 学 JAPAN 新・
日本代表プログラ
ム～
大学生等対象

【募集終了】

給付

在学

専門
学校

短期
大学

大学
学部

大学院
（修士）

大学院
（博 士）

限定
なし

在籍大学など国際交
流担当部署
h t t p s : / / w w w .
tobitate.mext.go.jp/
※今後の募集内容に
ついてはウェブサイト
より確認すること

大学、大学院、短期大学、
高等専門学校（第 4 年次以
上で専攻科を含む）または専
修学校（専門課程）の正規
課程に在籍する者

2023 年 4
月1日現在
の 年 齢 が
30 歳以下
である者

諸外国の高等教育
機関など
研究、フィールドワー
ク、インターンシップ、
ボランティアなどの
活動を行う機関な
ど

本本 いずれかの
コースに申
請
①イノベー
ターコース
② STEAM
コース
③ダイバー
シティコース

（b）可 実践活動は必須
留学中のインターンシップなどで報酬や他団体から
留学のための奨学金を受ける際には、平均月額
が本制度による奨学金の支給月額を超えないこと
日本国籍を有する者又は応募時までに日本への
永住が許可されている者

留学準備金：
（定額）
15 万円

（アジア地域）
25 万円

（アジア地域以外）
授業料：

（定額）30 万円

28日以上 1 年以内
（3 か月以上推奨）

在籍大学等に問い
合わせること

4 月～ 5 月 250 名 書
類
・
面
接

令 和 5 年 度 官 民
協 働 海 外 留 学 支
援制度～トビタテ！
留 学 JAPAN 新・
日本代表プログラ
ム～
高校生等対象

【募集終了】

給付

在学

高校
以下

限定
なし

在籍高校など国際交
流担当部署
h t t p s : / / w w w .
tobitate.mext.go.jp/
※今後の募集内容に
ついてはウェブサイト
より確認すること

我が国の高等学校、中等教
育学校後期課程、特別支援
学校高等部、高等専門学校

（1 ～ 3 年次）、専修学校高
等課程に在籍する者

留 学を開
始 する年
度の 4 月1
日 現 在 の
年齢が 30
歳 以 下 で
ある者

諸外国の教育機関
など
研究、フィールドワー
ク、インターンシップ、
ボランティアなどの
活動を行う機関な
ど

本本 いずれかの
コースに申
請
①マイ探究
コース
②社会探究
コース
③スポーツ・
芸 術 探 究
コース

（b）可 実践活動は必須
留学中のインターンシップなどで報酬や他団体から
留学のための奨学金を受ける際には、総額が本
制度による奨学金の支給月額を超えないこと
日本国籍を有する生徒等又は日本への永住が許
可されている生徒等

留学準備金：
（定額）
15 万円

（アジア地域） 
25 万円

（アジア地域以外）  
奨学金：
月12万円、16万円

（条件により6 万円）

14 日以上 1 年以内
（留学期間別に規
定する日数）

在籍高等学校等に
問い合わせること

3 月～ 4 月 700 名 書
類
・
面
接

【貸与型】  ※返還が必要

支
５

第一種奨学金
（海外協定派遣対
象）

［貸与型・無利子・
返還要］

貸与

在学

専門
学校

短期
大学

大学
学部

大学院
（修士）

大学院
（博 士）

人文
学

社会
科学

自然
科学

医歯
薬学

芸術・
スポーツ

語学
研修

各学校奨学金担当
部署
https://www.jasso.
go.jp/shogakukin/
about/kaigai/1shu_
short/index.html

海外留学支援制度（協定派
遣）に準ずる

海 外 留 学
支 援 制 度

（ 協 定 派
遣 ） に 準
ずる

海外留学支援制度
（協定派遣）に準
ずる

海 外 留 学
支 援 制 度

（ 協 定 派
遣）に準ず
る

海外留学支援制度
（協定派遣）に準ず
る

（a）可 令和 5 年度以降の「海外留学支援制度（協定
派遣）」の採用者で経済的理由により修学に困
難があると認められる者
貸与基準・申込方法などについてはウェブサイト
参照

令和 6 年度から、国内貸与奨学金（第一種奨
学金及び第二種奨学金）の貸与を受けている奨
学生を対象として留学開始時に「留学時特別増
額貸与奨学金」の申請を受け付けることを予定し
ており、これに伴い「第一種奨学金（海外協定
派遣対象）」の奨学生募集については終了する
予定です

国内の第一種奨学
金と同じ
返還要（無利子）

3 か月以上 1 年以
内
海外留学支援制度

（協定派遣）の支
給開始月～支給終
了月（途中辞退可）

日本国内で在籍中
の学校に問い合わ
せること

日本国内で在
籍中の学校に
問い合わせる
こと

未定 在
籍
学
校
に
確
認

奨学金：
月12万円、16万円

（条件により6 万円）
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Ⅰ　
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

奨学金名 問い合わせ先

応募資格

備　　考

支給内容 募集内容
選
考
方
法最終学歴 年齢制限

留学先について
専攻分野 必要言語能力

出
身
・
在
住
地
指
定

重
複
受
給

支給金額 支給期間
支給時期 ◎ 募集期間 選考日程 募集人数

留学先校 選
択

手
続★

支
６

第一種奨学金（海
外大学院学位取得
型対象）

［貸与型・無利子・
返還要］

貸与

進学

大学院
（修士）

大学院
（博 士）

人文
学

社会
科学

自然
科学

医歯
薬学

芸術・
スポーツ

各学校奨学金担当
部署または日本学
生支援機構
https://www.jasso.
go.jp/shogakukin/
about/kaigai/1shu_
gakui/index.html

海外留学支援制度（大学院
学位取得型）に準ずる

海 外 留 学
支 援 制 度

（大学院学
位取得型）
に準ずる

海外留学支援制度
（大学院学位取得
型）に準ずる

本本 海外留学支
援制度（大
学院学位取
得型）に準
ずる

海外留学支援制度
（大学院学位取得
型）に準ずる

（c）可「海外留学支援制度（大学院学位取得型）」の
採用者で経済的理由により修学に困難があると認
められる者
貸与基準・申込方法などについてはウェブサイト
参照
日本国籍を有する者又は日本への永住が許可さ
れている者

修士課程相当
月額（下記の金額
から選択）5 万円・
8 万 8 千円
博士課程相当
月額（下記の金額
から選択）8 万円・
12 万 2 千円
返還要（無利子）

海外留学支援制度
（大学院学位取得
型）の支給開始月
～支給終了月（途
中辞退可）

日本国内の在籍中
の学校または卒業
した学校に問い合
わせること
ただし、海外留学
支援制度（大学院
学位取得型）に個
人応募で採用され
た者および海外留
学支援制度（大学
院学位取得型）の
採用者で海外大学
院に在学していて
奨学金を希望する
者は、日本学生支
援機構に問い合わ
せること

日本国内の在
籍中の学校ま
たは卒業した
学校に問い合
わせること
ただし、海外
留 学 支 援 制
度（大学院学
位取得型）に
個人応募で採
用された者お
よび海外留学
支援制度（大
学 院 学 位 取
得型）の採用
者で海外大学
院に在学して
いて奨学金を
希望する者は、
日本学生支援
機構に問い合
わせること

未定 書
類

支
７

第二種奨学金
（短期留学）
［貸与型・有利子・
返還要］

貸与

在学

短期
大学

大学
学部

大学院
（修士）

大学院
（博 士）

人文
学

社会
科学

自然
科学

医歯
薬学

芸術・
スポーツ

語学
研修

各学校奨学金担当
部署
https://www.jasso.
go.jp/shogakukin/
m o s h i k o m i /
kaigai/2shu_short.
html

日本国内の高等専門学校（4・
5 年および専攻科）、専修学
校（専門課程）、短期大学、
大学、大学院に在籍する者

なし （1）学生交流に関
する協定（交流協
定）などに基づき
留学する海外の短
期大学、大学、大
学院

（2）認定留学（取
得した単位が日本
で在籍する大学な
どの単位として認
定される留学）によ
り留学する海外の
短期大学、大学、
大学院

（3）大学院生が研
究目的で留学する
海外の短期大学、
大学、大学院

★ 語学学校へ
の留学の場
合、申込制
限あり

特に問わない （a）可 申込は日本国内で在籍中の学校を通じて行う
※日本国内で在籍中の学校で日本学生支援機
構第一種奨学金、第二種奨学金の貸与を受け
ている場合、留学中に継続して貸与を受ける制
度あり
手続は日本国内で在籍中の学校を通じて行う
在日外国人の応募可（日本に永住権等をもつ者）

令和 6 年度から、国内貸与奨学金（第一種奨
学金及び第二種奨学金）の貸与を受けている奨
学生を対象として留学開始時に「留学時特別増
額貸与奨学金」の申請を受け付けることを予定し
ており、これに伴い「第二種奨学金（短期留学）」
の奨学生募集については終了する予定です

大学など
月額（下記の金額
から選択）2 万円
～ 12 万 円（1 万
円単位）
大学院
月額（下記の金額
から選択）5 万円・
8 万 円・10 万 円・
13 万円・15 万円
返還要（有利子）

（1） 原 則として 3
か月以 上 12 か月
以内

（2）ダブルディグ
リー・プログラムは、
最大 2 年まで
延長申請不可

日本国内で在籍中
の学校に問い合わ
せること

日本国内で在
籍中の学校に
問い合わせる
こと

未定 在
籍
学
校
に
確
認

支
８

第二種奨学金（海
外）

［貸与型・有利子・
返還要］

貸与

進学

短期
大学

大学
学部

大学院
（修士）

大学院
（博 士）

人文
学

社会
科学

自然
科学

医歯
薬学

芸術・
スポーツ

各学校奨学金担当
部署または日本学生
支援機構
https://www.jasso.
go.jp/shogakukin/
m o s h i k o m i /
k a i g a i / 2 s h u _
kaigai/index.html

（1）日本国内の高等専門学
校、専修学校（専門課程）、
短期大学、大学に在籍する
者および卒業（修了）後 3
年以内の者

（2）日本国内の高等学校、
専修学校（高等課程）に在
籍する者および卒業後 2 年以
内の者

（3）高等学校卒業程度認定
試験合格者等

（4）日本国内の大学院に在
学する者および修了後 3 年以
内の者（海外の大学院に進
学する場合）

（5）海外の大学に在学する
者および卒業後3年以内の者

（海外の大学院に進学する
場合）

（6）海外の大学および大学
院に在学する者（在学採用）

なし 海 外の短 期 大 学
（ 卒 業 後 1 年 以
内に大学への編入
学をする予定の場
合）、大学、大学院

（修士・博士課程）

本本★ 学位取得が
できる課程
のみ

特に問わない （c）可 最終学歴が（1）～（5）は予約採用
・留学前に申し込む予約採用の者は、日本国内
で在籍中の学校または卒業（修了）した学校を
通じて行う。
ただし、最終学歴が（3）、（5）の者は日本学生
支援機構を通じて行う

・留学後に申し込む（6）在学採用の者は、日本
学生支援機構を通じて行う
在日外国人の応募可（日本に永住権等をもつ者）

大学・短期大学
月額（下記の金額
から選択）2 万円
～ 12 万 円（1 万
円単位）
大学院
月額（下記の金額
から選択）5 万円・
8 万 円・10 万 円・
13 万円・15 万円
返還要（有利子）

進学後
～最短修業年限

日本国内で在籍中
の学校、卒業した
学校に問い合わせ
ること
ただし、最終学歴
が（3）、（5）、（6）
の者は、日本学生
支援機構に問い合
わせること

日本国内で在
籍中の学 校、
卒業した学校
に問い合わせ
ること
ただし、最終
学 歴 が（3）、

（5）、（6） の
者は、日本学
生支援機構に
問い合わせる
こと

未定 書
類
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